
レール波状摩耗の
効率的な管理手法

（Effective Maintenance Method for Rail Corrugation）

【概要】
線区に点在するレール波状摩耗を効率的に管理するため、その発

生位置および程度を車上から把握するための可搬型のモニタリング装
置、および、地上でレール凹凸を連続的かつ簡易に測定可能なトロ
リータイプの測定装置を開発しました。

レール波状摩耗モニタリング装置

【特徴】
「レール波状摩耗モニタリング装置」は、車内床面に向けたマイクロ

フォンによって車内騒音を測定し、波状摩耗の発生位置と程度を評価
するもので、営業車の車上でも簡単に測定できます。

「レール凹凸連続測定装置」は、レーザー変位センサを偏心矢配置し
たトロリーであり、レール凹凸を簡易かつ連続的に測定できます。

【用途】
従来は、目視や現場からの声等に頼っていた波状摩耗の管理につ

いて、これらの装置を用いてその発生状態を把握し、適切な保守を計
画することにより、効率的なレール凹凸管理が可能となります。具体的
には、定期的な測定によって線区の波状摩耗の成長度合いを把握し
たり、レール削正箇所の検討、またレール削正前後の単発的な測定に
よって詳細な削正計画の検討やレール削正の仕上がり等の評価に用
いることができます。ＪＲ九州のクルーズトレイン「ななつ星in九州」の
車内快適性向上のためにも、これらの装置が活用されました。

レール凹凸連続測定装置
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※１ 特許第５４３３５１６号 レール波状摩耗検出方法、および、レール波状摩耗検出システム

※２ 特許出願中 特開第２０１２－２５１８４０号 レール凹凸連続測定装置

車内騒音によって、
線区に点在する波状
摩耗の発生位置およ
び程度を簡単に把握
することができます。
これによって、レール
削正区間を決定し、
効率的なレール削正
車の運用が可能とな
ります。

レール削正箇所に
おいてレール削正前
後に測定することに
よって、レール削正の
必要パス数の検討や、
レール削正の仕上が
り状態を確認すること
ができます。また、定
期的な測定によって、
波状摩耗の成長度合
いを把握することが
できます。

○レール波状摩耗モニタリング装置※１

○レール凹凸連続測定装置※２

装置付属のソフト
ウェアは、現場で簡
易に測定データを分
析し、波状摩耗の発
生状況を確認するこ
とができます。これに
より、現場でより効率
的なレール削正作業
を行うことが可能とな
ります。
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